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ナレッジ・マネジメントとは、組織の従業員が持つ知識（knowledge）を
共有化することで、医療サービスの質の向上に役立てる経営手法をいう

環境変化に柔軟に対応できる組織風土・文化を創り上げることが可能

衆智を集めた
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